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ポン⑧デ㊥アスｰカルの花開岩片麻岩

;石原舜三1)
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リオ･デ･ジャネイロは実に不思議な町だ.コパ

カバｰナやイパネマの海岸砂地にポン･デ･アスｰ

カルで代表される釣り鐘状の岩塔(pimacle)がそ

びえる.街のビルはピナクルの間を埋め尽くす(写

真1).この様な石は中国の桂林やマレｰ半島にお

ける熱帯多雨地域の石灰岩が,あるいは玉石を作

り易い花闇岩(たとえばトア,吉田2001,本誌564

号口絵)なのではなかろうかと,私は常々思って

いた.熱帯多雨地域の石灰岩は降水で溶けて流

れ,根っ子の部分が地表水で洗い流されて岩塔を

作るが,花樹岩は粗粒で等粒状の珪酸塩鉱物に地

表水が浸透し,構成鉱物が分解して表面が風化分

解して中心が玉石を割る.それではポン･デ･アス

ｰカルの場合はどうであろうか?

写真i左ポン･デ･アスｰカルからコパカバｰナ海岸(北西方を見る).

1)産総研特別顧問

キｰワｰド:ブラジル,ポン･デ･アスｰカル,パン･アフリカ造山期､

堆積拾漁片麻岩､花筒岩片麻岩,1眼球片麻岩
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2｡ポン｡デ｡アスｰカル

ボン･デ･アスｰカル(P5odeAψcar)とは英語

ではsugar1oafと呼ばれている.すなわち甘い焼

菓子パンのことである.パンと言えばフランスパン

の様に横に伸びた形を想像するから,私は最初ピ

ンと来なかった.一昨年,私は初めてポルトガルを

旅して,ポルトガルには尖った形をした甘い菓子パ

ンが多いことに気づいた.しかも突出した形がピナ

クルの様で,よく似ているのである.ところがこの

名前はインディオの“ポウンドアスカ"(ギザギザに

尖った小島)に由来すると言う説もあって(地球の

歩き方,101.1998-99版),そうであれば発音が似

ているポルトガル語を当てたことになろうか.

ポン･デ･アスｰカルに登るにはコパカバｰナ海

岸から1kmも離れていないケｰブル駅,プライア･

ヴェルメｰリャからウルカ丘にまず達する.そこに

は金属プレｰトに書き込まれた案内板が花開岩質

片麻岩に埋め込まれており､次のように書かれて

いる.

“ウルカとポン･デ･アスｰカルの丘は大陸の衝突に

よって下部地殻で生成した花陶岩片麻岩から出来

ている.SHRIMPによるU-Pb年代は560Maであ

る.それはコルコヴアｰドの丘と同様に,当地がか

つてアフリカ西部と接合してスｰパｰコンティネン

ト,ゴンドワナ大陸の一部であった重要な証拠を提

供する.この石は19世紀からつい最近まで石材と

して建物に使われていた.

2000年8月6-17日は第31回万国地質学会議(IGC)

を記念してリオ･デ･ジャネイロ市長"

ウルカ駅で野生の動物などを楽しんだ後,ケｰブ

ルで(1912年建設)一気に山頂に達する(写真2).

嚢,

姜鱗

写真1右岩石露頭の間を縫って造られたリオ･デ･ジャネイロの市街地.
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写真2ウルカ丘から兄上げるポン･デ･アスｰカル山頂.

全面には大西洋が大きく開け,眼下にはコパ

カバｰナの海岸を含む美しい砂浜が幾重にも

拡がり,瀬戸内海の“白砂青松"よりスケｰル

が大きい.山頂は大西洋海面から393mの高

さである.私が登った日には数人のクライマｰ

違が山腹でザイルを操っていた.振り返ると

山腹のピナクルに巨大なキリストの像が立つ

(写真3).キリスト像はコ牛コパｰド丘の710m

の絶壁に1931年老こ建造された.像の高さは

30m,広げた両手の差し渡しは28m,コンクリ

ｰトにミナス･ジェライメ産の滑石片岩を張り,

重さ1,145トンという巨体である.

写真3

声

､篠

ポン･デ･アスｰカルから振り返って見るピナクル

とその頂上に立つキリスト像.
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囲新生代被覆層

醐白亜紀一第三紀アルカリ貫入岩

3｡リオ･デ･ジャネイロの地質概要目古生代一中生代パラナ盆地堆積岩類

皿]原生代末期一古生代初期リベイラ帯

リオ･デ･ジャネイロの街は原生代末期一力口原生代後期ブラジリア帯

ンブリア紀のリベイラ帯に属している(第1□ブラジリアノ造山帯相当地塊!(sFc:サン'フランシスコ地塊

LAC1ルイズ･アルヴェス)

図)･その名前はサンパウロとパラナ州を流第1図リオ･デ･ジャネイ口付近の地質概略図(Valeriame亡a五,

れる河の名に由来する.これはゴンドワナ大2000).
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写真4含柘榴石片麻岩,片理面上を見る.暗色部に黒

雲母,珪線石,董青石などが濃集.粒状が赤色

柘榴石.スケｰル全体が10cm.

陣形成時の造山帯の一つであり,アフリカではパ

ン･アフリカン造山帯として著名なものである.ここ

では大西洋沿岸沿いに1,400kmに亘って分布し､

白亜紀後期から分離したその相手側は西アフリカ

海岸に存在している.この造山帯はブラジル側の

サンフランシスコ地塊とアフリカのコンゴ地塊を分

けている(Cordanief∂五,2000).

リベイラ帯は,最近の研究では,古期サンフラン

シスコ地塊が海洋地殻と共に南東方向にコンゴ地

塊の下に沈み込み,その末期に両大陸が衝突した

造山帯として理解されている.衝突に先立つマグ

マ活動が640-600Maに生じ,これがリオ･デ･ジャ

ネイロ周辺やセラ･ドス･オルガス山地に広く分布し

ている.衝突によって砂岩･頁岩が変成して片麻

岩を生じ,衝突期貫入岩は著しい変形と榴曲を受

けて今に見る片麻状岩となった.

自亜紀のゴンドワナ大陸の分裂は,大西洋海底

ではサントス盆地やカムポス盆地の生成,陸上で

は先カンブリア地塊の断裂による再活動運動,白

亜紀のソレアイト玄武岩の岩脈群,非造山型の白亜

紀一第三紀のアルカリ岩活動など(第1図)によって

知ることが出来る.リオ･デ･ジャネイロf寸近の急峻

でブロック状の地形は東北東系の基盤の断層の再

活動､北北西系の新期断層の結果である.

4.花開岩一片麻岩類

パン･アフリカン期の同構造期の片麻状岩類は堆

写真5含柘榴石黒雲母片麻岩,片理に直交.粒状が赤

色柘榴石.左右が20cm.写真4,5共にプライ

ア･ヴェメルバにて.

写真6片麻状斑状花商岩.勢断化が弱い部分.

積岩源変成岩類,トナル岩一花筒閃緑岩,花開岩

片麻岩類の3者に分けられる.リオ･デ･ジャネイロ

f寸近で最も古い岩石は堆積岩源変成岩類で,それ

は次の3岩相に分けられる.

(イ)董青石一珪緑石一柘榴石一黒雲母一カリ長石片

麻岩(kinzigite,写真4,5),含Ca珪酸塩鉱物

レンズと角閃石,長石質珪岩.

(口)珪質層を多く含む黒雲母片麻岩.

(ハ)優自片麻岩(1eptinite).

トナル岩一花開閃緑岩は西部と北部の内陸部に

露出し､堆積岩源変成岩類の基盤をなす.これは

角閃石,黒雲母を含むメタアルミナスなトナル岩と

花筒閃緑岩で,一部で花開岩質である.斑れい岩

質なアンクラｰヴを伴うことがあり,片麻状化によ

って白黒のレンズｰ縞状構造を示す.
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花商岩片麻岩類はカリ長石斑晶が目立つ斑状片

麻状花嗣岩から花商岩片麻岩,眼球片麻岩に至る

片麻状構造を持ち,カリ長石の斑晶が兄事である

(写真6-8).これら花商岩片麻岩類は,ポン･デ･

アスｰカル,コルコヴアｰド,ドイ･イルモンス丘など

のリオ･デ･ジャネイロ市の南部で卓越する(第2

図).その露岩の分布方向は東北東系の大局的な

片理面構造と同系列の断層方向に一致する.Rb一

Srアイソクロン年代が2ヶ所で714Maと644Maお

よび504Maと'533Maと求められているが,これら

の問には測定誤差を越えた違いがあり,年代問題

には決着が付いていない.

ポン･デ･アスｰカルのピナクルの麓には堆積岩

源変成岩類が分布し,その上部は花商岩片麻岩で

ある.共に著しい横圧力を受け,可塑性変形～勇

断作用が顕著である.ピナクル北壁にはS2榴曲期

�
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モロ･ダ･ウルカ付近の地質概略図(Valerianoefa五,2000).
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写真7眼球片麻岩一1.勇断化が著しい部分.

の横臥摺曲が見事に露出する(写真9).携帯用帯

磁率計による測定によると,花筒岩片麻岩は0.1～

2.5×10名SIの値を示し,磁鉄鉱をほとんど含んで

いない.その組織の美しさと量の多さから,リオ･

デ･ジャネイロ市の街中の建材として広く使われて

きた.

構造期後期花商岩類としては,西部のペトラ･ブ

ランカバソリスがある.これは斑状の花商岩～花

商閃緑岩があり,後構造期花筒岩としてはフェヴェ

ラ灰色斑状花商岩がある.共にメタアルミナスであ

る.一部で苦鉄質アンクラｰヴが多い.最末期は

写真8眼球片麻岩一2.勇断,変成共に著しい部分.柘

榴石､璽青石が粒状に多産.

桃色のアプライトの貫入であり,その時期は480Ma

頃である.

5,変成と変形作用

広域変成作用のピｰクは含量青石片麻岩

(kingizite)の形成時であり,高温低圧型グラニュ

ライト相の出現時である.この片麻岩は眼球片麻

岩を伴う花闇岩片麻岩類と密接であることから,

堆積岩類がグラニュライト相に達すると共に,一部

で地殻溶融メルトを生じ､両者が共存した可能性

写真9ポン･デ･アスｰカルの北壁に見られる見事な横臥摺曲(S2期).
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ARPOADOR露頭

主片理面の極投影(南半球)
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一!破砕楴睾き右横ずれ館断

第3図アルボアドｰル露岩における変形運動(Valerianoe亡∂五,2000).

が高いと考えられている.メルト部分の優白質岩

脈は主片理面沿いに貫入しており,典型的なStrO-

matiCミグマタイト構造を示す.

変形作用はS1～S3期に分けられる.第1期(S一)は

この主片理面をもたらした高温の変形期で,第2期

はその後の大きな横臥摺曲期(S2)である(写真9).

第3期(S3)は現在見られるゆるい摺曲構造である

(第2図断面参照).

コパカバｰナとイパネマ2つの砂浜の間にあるア

ルボアドｰルに見事な露岩があって,リオ･デ･ジャ

ネイロの工科大学学生の訓練の場となっている.

ここの変形は3期に分けられ,第1期は著しい引き

延ばしリ三工一ションを伴う左横ずれ勇断作用,第

2期は扁平化と左右横ずれの双方を伴い,引き延

ばしリニエｰションを伴わないより軽度の変形,第

3期は右横ずれ断層である(第3図).これらはパ

ン･アフリカン造山期変成一変形作用の最末期を記

録しているものと考えられる.,

なお,巡検手伝いの女子学生に安全性について

訪ねちところチンピラが現れて危険なので,常に複

数の男子学生の助けを得てマッピングをしていると

のことであった.

6､むすび

リオ･デ･ジャネイ口付近には,東北東方向の海

岸線と平行に岩塔が並び,白砂の海浜がその間を

埋める.この地域には東北東系の片理面と断層な

どの構造線が卓越し,その構成岩類は主に花筒岩

片麻岩である.その組織は粗い片麻状の花筒岩組

織であり,風化しやすい.この2要素がからみ合っ

てピナクル状の露岩を残存せしめたのではなかろ

うか.岩質は優白質であり,そのためコパカバｰナ

で代表される白砂青松の海岸線を作ったものであ

ろう.
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